
ナンバー 会社名 会社所在地 出展予定の製品・サービス名 出展概要 提案内容 導入効果 中小企業でも導入可能な理由

1 一般社団法人中東遠タスクフォースセンター 掛川市 省エネ・創エネ相談受付・広報等 事業所様から省エネ・創エネ相談を受けるとともに、エネルギー多消費設備の「運用改

善」も費用をかけずに効果をもたらす取組を紹介します。

運用改善の代表的な①空調では、設定温度の適正化、換気の適正化②証明で

は、不要照明の間引きや消灯、③ボイラーでは、空気比の適正化、設定温度

の適正化を提案

空調で言えば、東京都の実証例で、冷房温度と暖房温度をそれぞれ１℃緩和するとおおむね10％の省エネとなるとされています。0.2t-CO2/年、２万円/年の省エネ効果がある。

先ずは、中小企業の代表者から「省エネキーマン」を指名し、管理標準の作

成と運用、エネルギーロスの見える化活動、改善提案活動を推進することに

より導入を促進します。

2 株式会社NEXYZ.東海 静岡市 ネクシーズZERO

ネクシーズZEROは、初期投資ゼロで導入できる事業者様向け（法人・個人事業主）の

業務用設備機器サービスです。LED照明、空調、暖房機器から高圧受変電設備のキュー

ビクルまで業務用設備機器を全面的カバーし、企業・個人事業主様の省エネ化と経営効

率化を同時に実現します。専門的なコンサルティングと柔軟な資金調達モデルにより、

設備更新の負担を大幅に軽減。カーボンニュートラル推進と経営課題の解決を、この機

会にぜひご検討ください。

既存の設備照明が古いままの店舗・施設、または老朽化した空調・暖房機器

の更新をご検討中の経営者様が対象です。ネクシーズZEROは、これらの設備

を月額サービス料（５年で終了）で導入いただくことで、高額な初期費用を

かけず、省エネ化による運用コスト削減と設備の最新化を同時に実現するソ

リューションをご提案します。

LED化や最新の省エネ機器への更新により、電気代や燃料費などの運用コストを削減。CO2排出量を削減し、企業のカーボンニュートラル推進に貢献。設備投資による一時的な資金圧迫を回避

し、キャッシュフローへの負担を最小化、財務的な効率を改善します。

高額になりがちな業務用設備機器を初期費用無料でご提供し、設備投資導入

による一時的な資金圧迫を回避することで、キャッシュフローへの負担を最

小化、財務的な効率を改善します。

3 株式会社サイサン 掛川市 カーボンオフセットLPG・省エネルギー関連商材

Jクレジットを活用した工業用カーボンオフセットLPガス及び、新電力事業者として販

売しているカーボンオフセット電気、初期投資０で導入可能な太陽光電力販売契約モデ

ル（PPA）、地中熱を利用した空調システム、近年中東情勢悪化を背景に需要が高まっ

ている重油からLPガスへの燃料転換とその方法について、空調に特化した節電・省エネ

システム（Ai-Glies）、現調～完了申請書類作成までを一括で行う補助金を活用した空

調機の入替の提案等、様々な商材についてご紹介出来ればと考えております。

御前崎市内においてCO2削減に苦慮している企業様に対して、製品ををPRす

ることで様々な選択肢があることをご案内させていただきます。中でも重油

からLPガスへの燃料転換については現在非常に需要が高まっており、数多く

のお客様から問合せを頂いております。燃料転換はランニングコストの削減

のみならず、CO2削減の要素もあることから、導入を検討しているお客様に対

して積極的なPRをさせていただきます。

①カーボンオフセットLPG→導入によりLPG１tにつき、３t分のCO2削減が可能+削減した分は温対法等の公的報告書に記載が可能。

②カーボンオフセット電気→標準プランの電力量料金に【税込+1.5円/kWh】を追加することで導入可能。使用した分は温対法、省エネ法、CDP・SBTへの対応報告が可能。

③重油からLPガスへの燃料転換→燃料油との比較（例：ボイラーでA重油を年間2,500KL使用の場合）A重油の場合：単位発熱量39.1GJ/KL、年間使用量2,500KL、CO2排出量6,775t-CO2。LPガス

の場合：単位発熱量50.8GJ/t、年間使用量1,924t、CO2排出量5,772t-CO2。燃料転換した場合のCO2削減量1,003t-CO2。

導入できるかは条件次第となりますが、カーボンオフセット電気、太陽光電

力販売契約モデル（PPA）は初期投資が不要であり、ハードル自体は非常に低

く、CO2削減とランニングコスト削減のシナジー効果もあるため、比較的ご検

討しやすいのではないかと存じます。

4 エネジン株式会社 浜松市 省エネ商材・脱炭素商材・災害対策商材

当社は、地域社会と企業の持続可能な発展に貢献するため、エネルギーの効率的な利用

と脱炭素社会の実現に向けた取り組みを推進しています。本フォーラムでは、再生可能

エネルギーの活用、省エネルギー設備の導入支援、エネルギーマネジメントの最適化な

ど、企業や自治体が取り組む脱炭素経営をサポートするソリューションをご紹介しま

す。当社は、エネルギーコスト削減と環境負荷低減の両立を目指し、お客様の課題に合

わせた最適な提案を行っています。展示ブースでは、脱炭素化に向けた具体的な事例や

導入効果、最新の省エネについて分かりやすくご紹介いたします。

地域の中小企業様へ太陽光発電や蓄電池の導入支援、省エネ設備への更新、

エネルギー使用量の見える化による効率改善などを通じて、CO2排出量削減と

エネルギーコスト低減を両立する脱炭素ソリューションをご提案します。企

業ごとの課題や目標に応じた最適な施策を紹介し、持続可能な経営の実現を

支援します。

コスト削減とCO2削減ができます。
弊社地元の会社ですのでアフターメンテナンス等安心して導入いただけま

す。また価格帯も規模も最適なご提案をさせていただきます。

5 中村建設株式会社 浜松市 AMF×早生日本桐＝カーボンニュートラル

本事業は、早生日本桐とAMF（アーバスキュラー菌根菌）を活用し、CO2吸収量の増大

と地域資源の有効活用を図る脱炭素プロジェクトです。成⾧速度の速い早生日本桐と、

植物の生育を促進するAMFを組み合わせることで、効率的な炭素固定を実現するととも

に、J-クレジットの創出や木材利用による収益化を目指します。また、耕作放棄地や遊

休地の活用、地域経済の活性化、企業の脱炭素経営支援など、多様な社会課題の解決に

貢献する持続可能な事業モデルの構築を推進します。

企業や自治体が保有する遊休地や未利用地、耕作放棄地を活用し、早生日本

桐とAMF（アーバスキュラー菌根菌）を組み合わせたCO2吸収事業を提案し

ます。早生日本桐の高い成⾧力とAMFによる生育促進効果を活用すること

で、効率的な炭素固定を実現し、創出されたCO2吸収量をJ-クレジットとして

認証・販売することで新たな収益源を創出します。また、企業の脱炭素経営

やScope3対応、自治体のゼロカーボン施策の推進に貢献するとともに、地域

資源の循環利用や地域活性化につながる持続可能な事業モデルの構築を目指

します。

本事業を導入することで、企業や自治体はCO2吸収による脱炭素への貢献と、新たな収益機会の創出を同時に実現することができます。早生日本桐の高い成⾧力とAMFの生育促進効果により、効

率的なCO2固定が可能となり、創出された環境価値をJ-クレジットとして活用することで収益化も期待できます。また、遊休地や耕作放棄地の有効活用につながるほか、ESG経営やSDGsへの取り

組みとして対外的なPR効果も見込まれ、企業価値の向上にも寄与します。

本事業は大規模な設備投資を必要とせず、企業が保有する遊休地や未利用地

を活用して取り組むことができるため、中小企業でも導入しやすい仕組みと

なっています。また、J-クレジットの申請や認証手続き、植栽管理などについ

ては専門機関や協会によるサポートを受けることができるため、専門知識が

なくても参画が可能です。さらに、脱炭素への取り組みと収益確保を両立で

きることから、経営負担を抑えながら持続可能な経営戦略として活用するこ

とができます。

6 中部電力ミライズ株式会社 愛知県名古屋市 Greenでんき・静岡Greenでんき

Greenでんき（証書活用型：非化石価値取引市場から調達するFIT非化石証書および再エ

ネ指定の非FIT非化石証書ならびに相対取引で調達する再エネ指定の非FIT非化石証書を

付加した電気）および静岡Greenでんき（県産水力活用：静岡県内の水力発電所等由来

の非FIT非化石証書を付加した電気）をご紹介します。Greenでんきは、売上の一部を中

部電力グループの再エネ普及拡大い活用していくため、ご契約を通じて再エネの普及拡

大に貢献いただきます。さらに静岡Greenでんきは、売上の一部を地域の再エネ普及拡

大に活用していくため、再エネの地産地消・地域貢献にもつながります。

電気由来のCO2排出量を削減したいが、何から手をつけて良いか分からない企

業さま・屋根の耐荷重等の問題から太陽光発電等の再エネ発電設備を導入す

ることができない企業さま・太陽光発電等の再エネ発電設備を導入している

がそれだけでは足りない企業さまに対して、Greenでんき・静岡Greenでんき

をご紹介します。

電力使用量に対するGreenでんきの導入割合が100％の場合は、電気由来のCO2排出量はゼロになります。Greenでんきは50％など割合で導入いただけるため、お客様の環境目標に対して過不足な

く提供することが可能です。

機器の設置や工事等は一切ございませんし、電気の需要規模を問いませんの

で、どなた様でもいつでもお手軽に導入いただくことが可能です。

7 株式会社ホンダカーズ中央静岡 菊川市 EV車4台（INSIGHT，Super-ONE，N-ONEe，N-VANe）

Hondaの最新EV車（INSIGHT，Super-ONE，N-ONEe，N-VANe）が一堂に集結。「頼

もしい走り」「圧倒的な静粛性」を体感いただき、自宅や外出先での充電、補助金を活

用したコストメリット、災害時の「走る蓄電池」としての実用性まで、EVのある暮らし

を身近にイメージしていただくための体感試乗会。EV車の事だけでなく家庭用充電器の

事まですべてをHonda Cars中央静岡にご相談ください。

出展・試乗会では「乗れば納得のビジネス実用性」を最大のテーマにご提案

します。まずは試乗を通じ、荷物満載時でもストレスのない驚きの加速性能

や、配送・営業時の疲労を劇的に軽減する圧倒的な静粛性を体感いただきま

す。さらに会場では、日々のルート配送を指定したリアルな航続距離シミュ

レーションや、普通充電器による手軽な運用方法を解説。試乗でEVの走りの

質を実感いただいた上で、国の補助金や法人サブスク（リース）を組み合わ

せた「ガソリン車並みのコスト」で即導入できる中小企業向けの具体策をご

提示します。

１.圧倒的な「ランニングコスト」の削減

車社会である御前崎市において、日々のガソリン代は経営を圧迫する固定費の一つです。EVは、ガソリン車に比べて走行コストを約２分の１から３分の１に抑えることが可能です。さらに、EVは

エンジンオイル交換が不要で、ブレーキパッドの摩耗も少ないため、メンテナンス費用を劇的に削減できます。企業の保有台数が増えるほど、このコスト差は数年で数百万円規模の利益創出へと

直結します。

２.「御前崎市の豊かな自然」を守る、確かな環境経営（GX）

御前崎市は、美しい海岸線や風力発電など、自然とエネルギーが共生する街です。今やサプライチェーン全体でCO2削減（スコープ３）は、大手企業だけでなく地域の中小企業にも求められる時

代になりました。社用車をEVに切り替えることは、ゼロエミッションへの取り組みを最も分かりやすく地域や取引先にアピールできる「走る広告塔」となります。企業の社会的信用を高め、新た

な取引先開拓や、環境意識の高い若手人材の採用活動にも強力な追い風となります。

３.「風の街」ならではの強みを活かす、太陽光×EVの相乗効果

日照時間が⾧く、自然エネルギーへの関心が高いこの地域だからこそ、自社ビルや工場に設置した「太陽光パネル」との連携が最大の効果を発揮します。昼間に発電した電力をEVに充電、または

夜間の安価な電力を活用することで、エネルギーの自給自足モデルが完成します。これは電力価格の高騰リスクに対する、企業としての最も賢い防衛策です。

４.地域貢献とBCP（災害対策）の強化

南海トラフ地震などの災害リスクに対し、企業のBCP（事業継続計画）策定は急務です。ホンダのEVは「走る巨大な蓄電池」です。万が一の停電時、EVからオフィスの照明やPC、スマートフォ

ンの充電、非常用設備へ電力を供給する（V2H／V2L）ことで、災害時でも事業を止めない体制を構築できます。また、地域の避難所への電力支援など、有事における地域貢献の要としても機能

し、企業の存在価値を地域に深く根付かせます。

EVの最大の壁である「車両本体か価格の高さ」は、手厚い補助金制度によっ

て解消されます。経済産業省の「CEV補助金（クリーンエネルギー自動車導入

促進補助金）」をはじめ、各自治体が独自に行っている上乗せ補助金を組み

合わせることで、実質的な購入価格をガソリン車の上位グレードと同等水準

（200万円前後～）まで引き下げることが可能です。ホンダの販売店（ホンダ

カーズ）が面倒な補助金申請の手続きをトータルにサポートするため、総務

や経理のリソースが限られる中小企業でも、負担なく最大の優遇を受けられ

ます。

8 株式会社ジュビロ 磐田市 EV車展示・サステナビリティ活動紹介

昨今、気候変動の影響は顕在化し、猛暑の影響で夏場の日中に外でサッカーを行うこと

が難しくなり、自然災害などによる試合中止の割合が増えるなど、サッカーを楽しめる

環境自体が脅かされています。次世代を担う子どもたちが安心してサッカーを楽しめる

環境を守り抜くために、クラブとしてサステナビリティ活動に取り組んでいます、その

一環として、今回は、EV（電気自動車）の展示とサッカークラブが取り組むサステナブ

ル活動をご紹介します。

地域企業に対して当サッカークラブのサステナビリティ（持続可能性）への

取り組みをご紹介し、今後の協業に向けた相談等が可能です。地域企業との

連携を深め、共にサステナビリティを推進していくための「繋がり」を構築

する機会にしたいと考えております。なお、会場に展示するEV車両はコンセ

プト紹介（環境配慮の象徴）を目的としており、詳細な仕様説明や営業活動

は行いません。

サッカークラブを活用した地域との繋がり創出 別途ご相談

9 リコージャパン株式会社 静岡市 脱炭素STEP伴走支援サービス～６つのSTEPで実現するGX～

「脱炭素STEP伴走支援サービス」を中核に、CO2排出量見える化ツールやAI簡易診

断、ロードマップ策定サービスを組み合わせ、脱炭素経営を一貫して支援するソリュー

ションを紹介致します。初期の現状把握から削減施策の検討、実行計画策定までを体系

的にサポートし、企業のGX推進を後押しします。さらに、省エネ設備や再生可能エネル

ギー導入など、エネルギーを「減らす・つくる・選ぶ・融通する」具体策も展示し、実

践的な取り組みの全体像を提案致します。

“脱炭素経営に取り組むために何をすればいいのか。どのようにGXを推進した

らよいか。”等の課題をお持ちのお客様に対して、リコーグループの実践ノウ

ハウを紹介させていただき、CO2排出量の見える化による現状把握を起点に、

AIによる削減余地の分析や最適な施策の選定、実行可能なロードマップの策定

までを提案させていただきます。加えて、設備導入と運用改善を組み合わ

せ、コストと効果の両立を図った現実的な脱炭素施策を提示致します。

コスト削減、CO2排出量削減、企業価値向上の効果を見込みます。

GXソリューションの提案や提供だけでなく、環境取り組みにご関心のある自

治体や企業等が参加するコミュニティ（カーボンニュートラル倶楽部）や弊

社実践事例のご見学（リコー環境事業開発センターやZEB事業所等）も案内し

ておりますので、環境経営の重要性をご理解いただく場や導入障壁を緩和す

る施策を併せて提示致します。

10 トヨタユナイテッド静岡株式会社 静岡市 トヨタBZ4Xの展示と試乗

①トヨタBZ4Xの給電システムを利用した家電製品の活用

→IHヒーターや冷風機を利用しての電気使用量を体現（IHヒーターによる湯沸かしや

 温め作業の実演）

②試乗による電気自動車の乗り心地と電費の体現

→電気自動車の加速と回生ブレーキの体現と走行時電気使用量の確認

③Jクレジットの活用案内

→実際の自動車数台を比較参考にカーボンオフセットの仕組みを説明。企業の社用車

 をオフセットするための相談を承ります。

１.電気自動車の活用

→①電気自動車の乗り心地と電費と燃費の比較、②電気自動車の購入アドバ

 イス（補助金や充電設備等）、③緊急時（災害時）の電源としての活用

２.Jクレジットの活用

→実際の自動車（ガソリン車・HV車・ディーゼル車それぞれの燃費と１か月

 の想定走行距離）を比較し、カーボンオフセットの仕組みを説明。

①電気自動車導入によるCO2削減、②企業（従業員）のGX推進意識と企業価値（選ばれる企業）を高めていく。県内企業との交流を深め、連携を強化していく。 電気自動車導入補助金

出展企業一覧


